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ヒートポンプ式電気給湯機（床暖房機能付き） 11 自然冷媒 

〈1〉システム図 

〈2〉仕様 

〈3〉別売部品 

〈4〉外形寸法図 

〈5〉配管工事（一般地床暖房） 

（1）各配管の制約及び施工上の注意 

（2）標準配管例 

〈6〉据付工事 

（1）電気工事（一般地床暖房） 

（2）配管例 

（3）据付制約 
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〈1〉システム図 

〈2〉仕様 

〈3〉別売部品 

床パネル配管 
（温水配管） 

排水配管 
浴槽アダプター 

ふろ配管 

貯湯タンクユニット 

ヒートポンプユニット 

暖房ユニット 

給水配管 

給湯配管 

床暖房パネル 

増設時　床暖房パネル 

ヒートポンプ配管 

床暖房リモコン 

台所リモコン 

浴室リモコン 
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〈4〉外形寸法図 
貯湯タンクユニット 
【460L】 
¡SRT-HPT46WS1

正面図 

逃し弁取付位置 

暖房ユニット配管接続口D 
（R1/2） 

ヒートポンプ配管接続口A（R1/2） 暖房ユニット配管接続口C（R1/2） 

ふろ戻り管口（R1/2） 

ふろ往き管口（R1/2） 
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排水口（R3/4） 

ヒートポンプ配管接続口B（R1/2） 

上面図 

上部振れ止め金具 
(同梱部品)

44
4

上部振れ止め金
具は側面にも取
付け可能です。 

漏電遮断器取付位置 

給水配管接続口 
（R3/4） 

給湯配管接続口 
（R3/4） 

最
大
80

配管、アンカーボルト位置上面透視図 
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76

脚固定使用時アンカーボルト位置上面透視図 

脚固定金具 

M12アンカーボルト 
（器体脚固定用） 

4-M12アンカーボルト 
（脚固定金具固定用） 

6767 248248

M12アンカーボルト 
（器体脚固定用） 

排水口 

給湯配管口 
（φ49×59長穴） 

ふろ戻り管口 

ふろ往き管口 

電源通信口 
電源通信口 

給水配管口 
（φ49×59長穴） 

電源ケーブル口 
（φ49×59長穴） 

ヒートポンプ配管口A 
（R1/2） 

暖房ユニット配管接続口C 
（R1/2） 

暖房ユニット配管接続口D 
（R1/2） 

ヒートポンプﾟ配管口B 
（R1/2） 

リモコンケーブル口 

ドレンパン排水口 165
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M12アンカーボルト 
（器体脚固定用） 

¡SRT-HPU60A1
ヒートポンプユニット 

配管位置 右側図 

※据付用ボルトピッチ 2-10×21 
長円穴 

ヒートポンプ配管 
わき上げ側接続口B 
（R1/2） 

端子台 

ヒートポンプ配管 
給水側接続口A 
（R1/2） 
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2-U切り欠き穴 
ドレンソケット取付穴 

上面図 
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¡SRT-HPH1
暖房ユニット 

アンカーボルト位置：上面透視図 

温水配管口C 
（R1/2） 

温水配管口D 
（R1/2） 

4-M12アンカーボルト（器体脚固定用） 

防錆循環液注入口 

暖房戻り口1 
（フレア接続） 

暖房往き口1 
（フレア接続） 

暖房往き口2 
（フレア接続） 
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暖房戻り口2 
（フレア接続） 

�
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側面図 

配管位置：上面透視図 

正面図 
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〈5〉配管工事（一般地床暖房） 

推奨配管種類 耐熱 
温度 

銅管 

架橋ポリエチレン管 

配管 
サイズ 

10A

10A

継手呼び径 
製品 配管 

1/2x 10A
R1/2

R3/4

R3/4

1/2x 10A

95℃ 
以上 

配管名 

ヒートポンプ 
配管 

鳥居 保温材厚さ 

銅管 

架橋ポリエチレン管 16A

20A 3/4x 20A

3/4x16A
特になし 給水配管 

銅管 

架橋ポリエチレン管 16A

20A 3/4x 20A

3/4x16A

90℃ 
以上 給湯配管 

90℃ 
以上 

HT管 φ50 
以上 

90℃ 
以上 排水配管 

10mm以上 
推奨 

10mm以上 
推奨 

長さ・曲がり 

15m5曲がり 

（2）標準配管例 

（1）各配管の制約及び施工上の注意 

2

1

3

4

7

架橋ポリエチレン管 10A 1/2x 10A

銅管 10A 1/2x 10A

（R3/4） 

ドレンホース φ16特になし ドレン配管 8

20mm以上 
推奨 

3m以下 
※1カ所まで 

20mm以上 
推奨 

B
A

貯湯タンクユニット 

暖房ユニット 

床暖房パネルへ 

ヒートポンプ 
配管 

1

排水配管 7
排水配管 7

ふろ配管 

6
BA DC CD

サーモスタット付き 
湯水混合栓 
（逆止弁付き） 

浴槽アダプター 

浴槽 

ヒートポンプユニット 

ドレン配管 

8

給湯配管 3

給水配管 2

暖房ユニット 
配管 

4

床パネル配管 5

R1/2 5m5曲がり 
暖房ユニット 
配管 

80℃ 
以上 

ふろ配管 
15m10曲がり 

6m5曲がり 
6 R1/2

架橋ポリエチレン管 13A 1/2x 13A

銅管 15A 1/2x 15A
10mm以上 
推奨 

3m以下 
※1カ所まで 

10m4曲がり 5 7A 10mm 
(付)

3m以下 
※1カ所まで 

床パネル 
配管 

80℃ 
以上 

架橋ポリエチレン管 
（当社別売品） 
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〈6〉据付工事 
（1）電気工事（一般地床暖房） 

電気系統接続概要図 

必要部材 

名　称 番号 備　考 

※必ず電源ブレーカーから 
　電源を配線してください。 

① 

② 

③ 

2芯式、電源～貯湯タンクユニット 

過電流遮断機能付 

3芯式（単線）、最長30m以内、 
貯湯タンクユニット～ヒートポンプユニット、 
貯湯タンクユニット～暖房ユニット 

仕　　様 

単相200V 、20A

3.5mm2　（φ2.0） 
VV 線 

φ2.0、VVF 線 
（必ず単線を使用） 

電源ブレーカー 

電源線 

⑦ 
貯湯タンクユニット～台所、浴室リモコン、 
暖房ユニット～床暖房リモコン 

φ16PF管（リモコン線用） 

電源通信線 

④ 2芯式、リモコン全回路、最長50m以内 0.3mm2　以上 リモコン線 

④リモコン線 
⑤アース線 

③電源通信線 
②電源線 

図中の番号（①～⑦）は必要部材覧の番号を表しています。 

⑤ φ1.6　IV線 アース線 

⑥ 
電源～貯湯タンクユニット、 
貯湯タンクユニット～ヒートポンプユニット、 
貯湯タンクユニット～暖房ユニット 

φ22
PF管（電源線用、電源 
通信線用） 

貯湯タンクユニット 

200V

アース 

分電盤 ジョイント 
ボックス 

①電源ブレーカー 

時間帯別 
電力量計 

一般 
負荷へ ヒートポンプ 

ユニット 

③、⑥ 

②、⑥ ⑤ 

④、⑦ 

④、⑦ 
③、⑥ 

台所リモコン 暖房ユニット 

浴室リモコン 床暖房リモコン 

●電気工事は、「電気設備に関する技術基準」および「内線規程」に従って電気工事士が施工し、必ず、
専用回路を使用してください。 

●ブレーカーの定格および電線の太さは内線規程に定められたものを使用してください。 

●電力契約は必ず「時間帯別電灯」としてください。深夜電力契約はできません。 

●必ずタンクを満水にしたことを確認してから電源を入れてください。 

●万一の感電事故防止のため、「電気設備に関する技術基準」および「内線規程」に従って電気工事士
がD種接地工事を行ってください。 
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（2）配管例 

ヒートポンプユニット 

階上（2、3階）給湯 

階下給湯 

水源 

湯水混合栓 
（逆止弁付） 

流量調整 
バルブ 

0.5ｍ以内 

5ｍ 
以内 

貯湯タンクユニットの設置面
より下に浴槽を設置する場合、
浴槽アダプター中心部と設
置面の高低差は0.5m以内です。 

●2、3階へ給湯配管する場合は、図のように行って
ください。 

●貯湯タンクユニット設置階の上の階へ給湯すると
きは、貯湯タンクユニット設置階の給湯配管に市
販の流量調整バルブ（流量が調整しにくい場合は
流量絞り弁）を取り付け、階高さによる流量バラ
ンスを調整してください。 

●3階ではシャワーは使用できません。（手洗い程
度であれば使用できます。洗髪洗面化粧台は使
用できません。） 

●下の階で給湯しているときは、上の階での出湯が
弱くなります。 

●給湯配管は階下5mまで可能です。 

●給湯栓出口と貯湯タンクユニット天面の高低差は
5m以内にしてください。5mを超えると空気の
混ざったお湯が出て、飛び散ることがあり危険です。 

●給湯配管の途中に流量調節バルブ（市販品）を取
り付けてください。 

●空気の混ざったお湯が出る場合は、貯湯タンクユ
ニットへの給水量が不足しています。流量調節バ
ルブ（市販品）で、給水と給湯する量がバランスす
るよう調節してください。 

●階下への湯はりはできません。 

貯湯タンクユニット 

＜2階＞ 

浴槽 

湯水混合栓 
（逆止弁付き） 

＜3階＞ 

4m以下 

浴槽アダプター 

給水配管 

給湯配管 

給水配管 

給湯配管 

給湯配管 

給水配管 

サーモスタット 
付き湯水混合栓 
（逆止弁付き） 

流量調整バルブ 
（流量絞り弁） 

＜1階＞ 

ふろ配管 

水道 

湯水混合栓 
（逆止弁付き） 
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（3）据付制約 

■標準配置 

¡配管全長：15m以下 
¡曲り箇所：10カ所以下 
¡鳥居高低差：3m以下（ 1カ所まで 、2階の場合は不可） 

※階下及び3階以上のふろ配管はできません。 

¡配管全長：15m以下 
¡曲り箇所：5カ所以下 
¡高低差（ A ）：3ｍ以下 
¡鳥居配管：3m以下 
　　　　　 （ 1カ所まで ） 

【上から見た図】 

【横から見た図】 

ヒートポンプユニットと貯湯タンクユニット間 

貯湯タンクユニットと浴槽間（横から見た図） 

※水源水圧200kPa以上 

A

貯湯タンクユニット 
ヒートポンプ 
ユニット 

2階浴槽 

3m 
以下 

浴槽上端よリ 
4m以下 

貯湯タンク 
ユニット 

浴槽アダプターの
中心より500mm

ヒートポンプ配管の長さと温度低下について 
¡タンク内湯温はヒートポンプ配管からの放熱により、わき上げ温度よ
り低くなりますので、なるべく配管は短くすることをおすすめします。 

¡耐熱保温材20mm、外気温度マイナス7℃、15mの配管の場合、配管
での放熱ロスによる温度低下は約5℃です。外気温度、湿度等の条件、
各部の放熱ロスを含めると、タンク内湯温は、わき上げ温度よりも約
10℃低下することがあります。 

貯湯タンクユニット（上から見た図） 

前方 

貯湯タンク 
ユニット 

600mm以上 
（メンテナンススペース） 

■1方向のみに障害物がある場合（AまたはB） 

■2方向または吹出側に障害物がある場合 

ヒートポンプユニット（上から見た図） 

ヒートポンプ 
ユニット 

100mm以上 

前方 

A

ヒートポンプ 
ユニット 

150mm以上 

前方 

B

※上方向は開放（1m以上確保）の条件です。3方向に障害物がある場合は設置不可です。 
※壁に向けて吹き出すと、壁が汚れる場合があります。 
※風通しが悪く、ショートサイクルがおきやすい場合は、加熱能力および消費電力が10％程度悪化する場合があります。 
　風向ガイド（別売部品）を取り付けると、加熱能力および消費電力の改善が図れる場合があります。 

¡据付位置に固定する前に防雪カバー
を取り付けてください。（固定後では
障害物等により取り付けしにくくなり
ます。） 

【お願い】 

100mm以上 
ヒートポンプ 
ユニット 

150mm以上 

前方 

ヒートポンプ 
ユニット 

150mm以上 
200mm以上 

前方 

ヒートポンプ 
ユニット 

100mm以上 

200mm以上 

前方 

貯湯タンク 
ユニット 

前方 
前方 

前方 

ヒートポンプ 
ユニット 

暖房 
ユニット 

※貯湯タンクユニットは壁面に正面置きも可 

600mm以上 
（メンテナンススペース） 

50mm以上 

※貯湯タンクユニット、暖房ユニットの上方向は200mmのスペースを 
　確保してください。 

50mm以上 

50mm以上 600mm以上 
（メンテナンススペース） 
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貯湯タンクユニットと暖房ユニット間及び床パネル配管の据付制約 

床パネル配管施工時の注意事項 

貯湯タンクユニット 

暖房ユニット 

A B

暖房ユニット配管 
床パネル配管 

暖房ユニット配管 

¡配管全長：5m以下 
¡曲り箇所：5カ所以下 
¡高低差（ A ）：貯湯タンクユニット底面より2ｍ以下 
¡高低差（ B ）：暖房ユニット底面より2ｍ以下 

床パネル配管 

¡配管全長：10m以下（1系統あたり） 
¡曲り箇所：4カ所以下 
¡高低差：暖房ユニット底面より上方3.5ｍ以下、下方1ｍ以下 
¡鳥居配管：3m以下（ 1カ所まで ） 
¡最大系統数：4系統（別売の熱動弁セット使用時）、 標準は2系統まで 

床暖房パネル 合
板
1
2
m
m
以
上
 

断
熱
材
1
0
0
m
m（
1
6
K
） 

床暖房パネル 合
板
1
2
m
m
以
上
 

断
熱
材
1
0
0
m
m（
1
6
K
） 

●床パネル配管の直列接続や途中分岐はせず、1つの系統に対して1枚のパネルを接続してください。誤った接続をする
と、暖房できなくなります。 

●床暖房パネルからの配管の末端部分が養生（ゴミ等が入らないような保護）がされていない場合、そのまま接続せず、
パネル及び配管を施工した工事業者及び建築責任者と対応をご相談ください。内部に異物が侵入している可能性があ
り、そのまま接続すると配管パネル内でのつまりの原因となり、性能が発揮できなくなります。 

●床暖房パネルは、必ず当社指定品（コーワ化成株式会社製高出力床暖房パネル）を使用し、施工に関する注意事項およ
びパネル敷設パターン制約条件（詳細は当社技術マニュアル参照）に合った敷設をされた床暖房パネルであることを
確認して施工してください。（床暖房パネルの小根太と床表面仕上げ材の板目が直交して敷設されていることを確認
してください。） 

●床暖房の表面仕上げ材は、必ず「床暖房用」のものを使用してください。施工に関しては、床暖房用表面仕上げ材のメ
ーカーにお問い合わせください。また、表面仕上げ材は、ホルムアルデヒド発散区分F☆☆☆☆をご使用ください。施工
時に使用する補強材や接着剤には、ホルムアルデヒドの発散が少なくなる材料を選択してください。 

■正しい接続例 ■誤った接続例（直列配管） ■誤った接続例（途中分岐） 

床暖房パネル 

1

2

床暖房パネル 

1

2

床暖房パネル 

1

2

1m

3.5m




